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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炊飯器の本体と、
　前記本体内に取出し自在に収納される釜と、
　前記釜の外底面に設けられフェライトが取り付けられる非金属製のコイルベースと、
　前記コイルベースに取付けられ前記釜を電磁誘導作用により発熱させる誘導コイルと、
　前記誘導コイルの外周側方に配置され、前記誘導コイルの励磁電流によって発生した漏
洩磁束を遮蔽する円筒形のアルミニウムで構成された防磁板と、を備えた炊飯器において
、
　前記コイルベースに取り付けられて、前記フェライトを保持するとともに、前記防磁板
を当該コイルベースと協調して挾持するホルダーを設け、
　前記ホルダーは、放射状に配置される複数のホルダー部材で構成し、かつこれらホルダ
ー部材の外周部分には、前記コイルベースへの装着時に前記防磁板と係合可能な係止部を
突設するとともに、該係止部の背面側に、前記防磁板を後付けする場合に該防磁板を滑ら
せて前記係止部に案内する斜面を設けたことを特徴とする炊飯器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、炊飯器、特に加熱手段に電磁誘導作用を利用した炊飯器に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来より、炊飯器の誘導加熱コイルで発生した漏洩磁束を円筒形アルミの防磁板にて遮
断するようにしたものが知られている。このようなものにおいて、防磁板は、炊飯器本体
内の壁際に配置されていた（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１－３０２６８０号公報（第１図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、防磁板を炊飯器本体内の壁際に配置したものにあっては、作業スペース
の確保が難しく、組立作業性が悪いという問題があった。
【０００５】
　本発明の技術的課題は、防磁板の取付が容易で、組立作業性を向上させ得るようにする
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る炊飯器は、炊飯器の本体と、本体内に取出し自在に収納される釜と、釜の
外底面に設けられフェライトが取り付けられる非金属製のコイルベースと、コイルベース
に取付けられ釜を電磁誘導作用により発熱させる誘導コイルと、誘導コイルの外周側方に
配置され、誘導コイルの励磁電流によって発生した漏洩磁束を遮蔽する円筒形のアルミニ
ウムで構成された防磁板と、を備えた炊飯器において、コイルベースに取り付けられて、
フェライトを保持するとともに、防磁板を当該コイルベースと協調して挾持するホルダー
を設け、ホルダーは、放射状に配置される複数のホルダー部材で構成し、かつこれらホル
ダー部材の外周部分には、コイルベースへの装着時に防磁板と係合可能な係止部を突設す
るとともに、係止部の背面側に、防磁板を後付けする場合にこの防磁板を滑らせて係止部
に案内する斜面を設けたものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の炊飯器によれば、コイルベースに取り付けられるホルダーによって、フェライ
トと防磁板を共に固定できるので、組立作業性が向上する。更に、防磁板を、コイルベー
スとホルダーとの間に挟み付けるだけで固定できるので、防磁板の取付を極めて容易に行
うことができる。また、ホルダーは、放射状に配置される複数のホルダー部材で構成し、
かつこれらホルダー部材の外周部分には、コイルベースへの装着時に防磁板と係合可能な
係止部を突設するとともに、係止部の背面側に、防磁板を後付けする場合にこの防磁板を
滑らせて係止部に案内する斜面を設けたので、防磁板を後付けすることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施の形態に係る炊飯器の釜が収容された本体部の構成を示す縦断面図
である。
【図２】本発明の実施の形態に係る炊飯器のコイルベースと誘導コイルと防磁板とフェラ
イトとホルダーと温度センサーを取り付けたセンサーホルダーとの関係を示す分解斜視図
である。
【図３】図２の状態からコイルベースに誘導コイルを取り付け、防磁板をセットした状態
を示す分解斜視図である。
【図４】図３の状態から更にコイルベースにフェライトとホルダーとセンサーホルダーを
取り付けて組立体とした状態を示す斜視図である。
【図５】本発明の実施の形態に係る炊飯器の外観を蓋体を開放した状態で示す斜視図であ
る。
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【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図示実施の形態により本発明を説明する。
　図１は本発明の実施の形態に係る炊飯器の釜が収容された本体部の構成を示す縦断面図
、図２はそのコイルベースと誘導コイルと防磁板とフェライトとホルダーと温度センサー
を取り付けたセンサーホルダーとの関係を示す分解斜視図、図３は図２の状態からコイル
ベースに誘導コイルを取り付け、防磁板をセットした状態を示す分解斜視図、図４は図３
の状態から更にコイルベースにフェライトとホルダーとセンサーホルダーを取り付けて組
立体とした状態を示す斜視図、図５は炊飯器の外観を蓋体を開放した状態で示す斜視図で
ある。
【００１０】
　本実施の形態の炊飯器は、本体１と、本体１の上部に開閉可能にヒンジ結合された蓋体
２とを備えている。本体１は、胴ケース１ａと底ケース１ｂとよりなり、共に合成樹脂で
成型されている。本体１内には、上端にフランジ３ａを有する釜３が取出し自在に収納さ
れている。釜３の外底面にはフェライト４が取り付けられる非金属製のコイルベース５と
、コイルベース５に取付けられ釜３を電磁誘導作用により発熱させる誘導コイル６と、
　誘導コイル６の外周側方に配置され、誘導コイル６の励磁電流によって発生した漏洩磁
束を遮蔽する円筒形のアルミニウムで構成された防磁板７が設けられている。また、コイ
ルベース５には、フェライト４を保持するとともに、防磁板７をコイルベース５と協調し
て挾持するホルダー８が図示しないねじによって止着されるようになっている。フェライ
ト４は、周知のように透磁率が高く、誘導コイル６の漏洩磁束をなくし、釜３側に磁束を
集中して効果的に発熱させるものである。
【００１１】
　これを更に詳述すると、誘導コイル６は底コイル６ａと隅コイル６ｂに分けられ、例え
ば太さが０．５mmφで２０本程度の銅導線の撚線が用いられている。そして、底コイル６
ａがコイルベース５の底面の中心部付近から外側に渦巻状に巻き回されて、隅部の隅コイ
ル６ｂまで延長されている。
【００１２】
　釜３は、内外面に異種の金属を重合させた二層構造に形成され、外層側が透磁率が高く
比抵抗の大きい鉄系の材料が用いられ、内層側には熱の伝導性の良いアルミニウム等が適
用されている。また、釜３は、内外両層を密着させて熱的に結合させ、内面にテフロン（
登録商標）のような非親和性物質の被覆層が形成されている。この釜３内には、米の容量
に対して適量な水量を示す標準的な水位目盛が刻設されて、フランジ３ａをコイルベース
５の上端に載置して本体１から自由に取り出しできるように収納されている。
【００１３】
　ホルダー８は、放射状に配置される複数のホルダー部材８ａで構成され、かつこれらホ
ルダー部材８ａの外周部分には、コイルベース５への装着時に防磁板７と係合可能な係止
部８ｂが突設されている。また、係止部８ｂの背面側に、防磁板７を後付けする場合に防
磁板７を滑らせて係止部８ｂに案内する斜面８ｃが設けられている。
【００１４】
　一方、コイルベース５には、その湾曲する外面の周方向複数箇所に、防磁板７と係合可
能な係止部９ａを有する係止片９が設けられていて、これら係止片９の係止部９ａと各ホ
ルダー部材８ａの係止部８ｂとの間に防磁板７が挟み込まれるようになっている。
【００１５】
　また、コイルベース５の底部中央には、上方に付勢されて釜３の底面に接触して中央部
付近の発熱温度を検出する温度センサー１１を備えたセンサーホルダー１２が取り付けら
れている。
【００１６】
　本実施の形態の炊飯器において、コイルベース５への誘導コイル６と、防磁板７と、フ
ェライト４と、ホルダー８と、温度センサー１１を備えたセンサーホルダー１２の取付は
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、次の手順で行われる。まず、これらが分離されている図２の状態から、コイルベース５
に誘導コイル６を取り付け、各係止片９の係止部９ａ上に防磁板７が乗っかるように、防
磁板７をセットする（図３）。次いで、ホルダー８の各ホルダー部材８ａにそれぞれフェ
ライト４を取り付けるとともに、各ホルダー部材８ａをそのコイルベース５への取付位置
にて、その係止部８ｂが防磁板７と係合するように調整し、図示しないねじにてコイルベ
ース５に固定する。その後、温度センサー１１を備えたセンサーホルダー１２をコイルベ
ース５に固定する。
【００１７】
　このように、本実施の形態の炊飯器によれば、ホルダー８にてフェライト４と防磁板７
を同時にコイルベース５側へ固定できるので、組立作業性が向上するとともに、防磁板７
の固定手段を別に設ける必要が無くなって、部品点数を削減でき、その分、小形・軽量化
が図れる。更に、防磁板７を、コイルベース５とホルダー８との間に挟み付けるだけで固
定できるので、防磁板７の取付を極めて容易に行うことができる。
【００１８】
　なお、前述の実施の形態では、防磁板７を、コイルベース５にセットしてからホルダー
８の各ホルダー部材８ａをコイルベース５に取り付ける組付手順について説明したが、各
ホルダー部材８ａの係止部８ｂの背面側には、防磁板７を滑らせて係止部８ｂに案内する
斜面８ｃが設けられているため、防磁板７を後付けすることもできる。
【００１９】
　すなわち、防磁板７を除く部材、つまり誘導コイル６、フェライト４、ホルダー８（各
ホルダー部材８ａ）、及び温度センサー１１を備えたセンサーホルダー１２を、先にコイ
ルベース５に取り付けてから、防磁板７を係止部８ｂの背面側の斜面８ｃ上を滑らせるよ
うにして係止部８ｂに押し込む。これにより、コイルベース５の各係止片９の係止部９ａ
と各ホルダー部材８ａの係止部８ｂとの間に、防磁板７をワンタッチで嵌め込むことがで
き、防磁板７の取付が一層容易に行うことができる。
【符号の説明】
【００２０】
　１　本体、１ａ　胴ケース、１ｂ　底ケース、２　蓋体、３　釜、３ａ　フランジ、４
　フェライト、５　コイルベース、６　誘導コイル、７　防磁板、８　ホルダー、８ａ　
ホルダー部材、８ｂ　係止部、８ｃ　斜面、９　係止片、９ａ　係止片の係止部、１１　
温度センサー、１２　センサーホルダー。
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